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ol 漁撈長 2 一 一
02 船 長 2 4 漁 撈 長 の 兄
03 機関長 1 造船 会社社長
"04
通信長 1 漁 撈 長 の 兄
05 甲板長 2 20 元 乗 組 貝
06 機関員 2 14 本 人 の 親
07 機関員 1 漁 撈 長 の 兄
os 甲板員 2 16 元 乗 組 員
09 甲板員 1 元 乗 組 員
10 甲板貝 2 現 乗 組 員08
11 甲板員 1 現 乗 組 員09
12 甲板員 1
9
元 乗 組 員
13 甲板員 1 漁 撈 長 の 兄
14 甲板員 1 漁 撈 長 の 兄
15 甲板貝 1 現 乗 組 貝16
16 甲板員 2 8 元 乗 組 員
17 甲板員 2 現 乗 組 員05
18 甲板員 2 10 漁 撈 長 の 兄





船 主 浜 田豊一











浩 修 辰夫 溢代治 豊一
船長 機関長 船主
ea
丈治郎
斃晶拳○
ei
久夫
漁撈 長
斃 斃
e4e5
芳平 徳三
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②
漁
撈
集
団
か
ら
の
離
脱
集
団
へ
の
加
入
状
況
と
同
様
に
、
昭
和
一
〇
年
代
と
現
在
と
を
対
比
し
て
進
め
て
ゆ
く
。
昭
和
一
〇
年
代
に
、
そ
の
集
団
を
離
脱
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
親
子
の
乗
組
員
は
、
ほ
と
ん
ど
同
一
船
主
の
漁
船
に
乗
り
込
ん
だ
。
他
船
へ
行
っ
た
り
、
他
業
種
へ
転
換
す
る
も
の
は
、
船
主
に
対
す
る
手
前
、
希
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
乗
組
員
の
移
動
性
は
、
極
め
て
乏
し
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
乗
組
員
の
間
で
使
わ
れ
て
い
た
、
フ
nti
ナ
バ
凱
ど
い
う
言
葉
に
如
実
に
表
わ
れ
て
い
る
。
あ
る
乗
組
員
が
、
別
の
乗
組
員
に
対
し
て
、
「
あ
い
つ
は
、
○
○
丸
の
フ
ナ
バ
リ
だ
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
。
フ
ナ
バ
リ
と
は
、
本
来
、
木
造
船
の
船
底
に
貼
り
付
け
て
あ
る
外
板
、
底
板
の
こ
と
で
あ
る
が
、
乗
組
員
が
そ
れ
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
第
一
点
は
、
そ
の
漁
船
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
乗
組
員
を
意
味
し
た
。
こ
れ
が
は
ず
れ
る
と
、
漁
船
は
浸
水
、
沈
没
し
て
、
生
命
を
落
と
し
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
漁
船
に
長
年
乗
り
込
み
、
他
船
へ
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
物
を
い
う
。
こ
の
板
は
堅
固
に
打
ち
付
け
て
あ
り
、
座
礁
な
ど
の
事
故
が
な
い
限
り
、
動
か
な
い
こ
と
か
ら
連
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
事
例
の
第
五
新
宝
丸
の
場
合
、
フ
ナ
バ
リ
に
該
当
す
る
乗
組
員
は
、
船
員
番
号
1
か
ら
1
ま
で
の
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
言
葉
に
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
乗
組
員
は
、
ひ
と
つ
の
漁
船
に
固
定
的
に
乗
り
込
ん
で
い
た
。
ま
た
、
フ
ナ
バ
リ
以
外
の
乗
組
員
の
う
ち
、
妻
帯
者
は
、
食
料
の
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
た
り
、
若
い
衆
は
船
主
宅
の
階
上
の
部
屋
を
借
り
た
り
す
る
な
ど
、
乗
組
員
全
員
が
、
船
主
と
の
間
に
、
厚
情
的
で
、
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
リ
ッ
ヒ
な
関
係
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
現
在
に
お
い
て
は
、
様
相
が
異
な
る
。
労
働
協
約
が
、
船
主
と
乗
組
員
(実
質
的
に
は
三
重
県
近
海
鰹
鮪
漁
業
協
同
組
合
と
三
重
県
船
員
組
合
)
の
間
で
結
ば
れ
て
い
る
。
乗
組
員
は
一
年
毎
に
契
約
を
更
⑧
新
し
て
乗
り
込
ん
で
い
る
。
そ
の
う
ち
、
幹
部
の
乗
組
員
は
、
あ
る
程
度
、
固
定
的
で
あ
る
も
の
の
、
一
般
の
乗
組
員
に
関
し
て
は
、
流
動
的
で
あ
る
。
表
皿
は
、
第
一
五
滝
丸
の
下
船
者
(解
雇
者
)
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
漁
船
は
、
過
去
二
年
間
で
、
一
五
名
に
達
す
る
下
船
者
を
出
し
た
。
下
船
理
由
は
、
他
船
へ
の
移
動
と
、
高
齢
・
病
気
に
よ
る
引
退
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
九
名
、
四
名
で
あ
る
。
(表
皿
参
　
)下
船
者
の
う
ち
、
一
年
間
の
契
約
期
間
を
完
了
し
て
下
船
し
た
も
の
は
、
九
名
で
あ
る
。
期
間
途
中
で
の
下
船
者
は
、
す
べ
て
他
船
へ
乗
り
移
っ
て
お
り
、
彼
ら
に
対
す
る
漁
撈
長
の
勤
務
評
価
は
極
あ
て
悪
い
。
そ
れ
を
、
出
身
地
で
み
る
と
、
ネ
キ
の
下
船
者
は
八
名
、
ヨ
ソ
モ
ノ
の
そ
れ
が
七
名
で
あ
る
。
ヨ
ソ
モ
ノ
の
下
船
者
の
う
ち
、
他
船
へ
移
動
43
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由理
鰤繊
撚
鷺
讌
高
免
他
他
高
他
オ
高
他
他
他
他
他
病
他
地身出
鷲
山
鷲
座
鷲
鷲
野
野
鷲
鷲 .
鷲
野
野
鷲
崎尾海古熊枕
数年
月
月
月
月
月
月ーケ1413
令年
5
0
8
6
6
8
5
5
9
5
4
1
3
1
54623
位職
長
長
長
員
長
員
員
貝
員
貝
貝
員
貝
貝
員
嬲
黼
鑼
韈
韈
韈
韈
驃
名氏
K
O。
M
凪
旺
M
凪
S
U
Q
U
呈
K
M
K
・
T
エ
Y
T
S
A
T
M
T
H
旺
T
H
S
T
し
た
者
は
6
名
に
達
す
る
。
ヨ
ソ
モ
ノ
に
注
目
す
れ
ば
、
現
在
乗
り
組
ん
で
い
る
一
名
を
含
め
て
、
八
名
の
ヨ
ソ
モ
ノ
の
う
ち
、
六
名
が
他
船
へ
乗
り
移
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
移
動
性
が
著
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
分
析
か
ら
、
次
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。
船
主
と
乗
組
員
の
関
係
に
雇
用
形
態
の
変
化
を
通
し
て
質
的
な
変
化
が
起
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
一
〇
年
代
に
は
、
親
族
や
ネ
キ
の
人
を
中
心
と
し
た
、
固
定
的
な
集
団
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
相
対
的
に
親
族
の
乗
組
員
が
減
少
し
、
乗
組
員
の
移
動
性
が
増
し
た
集
団
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
「船
主
-
船
子
関
係
」
に
基
づ
く
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
リ
ッ
ヒ
な
関
係
か
ら
、
労
使
関
係
に
立
っ
た
賃
労
働
者
的
な
色
彩
を
持
つ
乗
組
員
が
増
え
て
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
リ
ッ
ヒ
な
関
係
に
移
行
し
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
三
、
漁
撈
集
団
の
基
本
的
課
題
さ
て
、
こ
う
し
た
集
団
に
お
い
て
、
両
時
期
を
通
じ
て
、
幹
部
の
乗
組
員
は
船
主
の
親
族
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
集
団
の
根
本
的
な
あ
り
方
と
大
い
に
関
連
性
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
注
目
し
て
、
本
稿
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
⑨
後
藤
和
夫
氏
に
よ
る
と
、
漁
撈
集
団
は
、
生
命
の
危
険
性
と
漁
撈
活
動
の
緊
密
性
に
よ
る
漁
獲
高
の
向
上
と
い
う
二
つ
の
基
本
的
な
課
題
を
持
つ
と
指
摘
し
て
い
る
。
集
団
が
ナ
ブ
ラ
(鰹
の
群
)
を
追
い
求
め
て
　
漁
獲
す
る
「
攻
撃
型
漁
業
」
で
あ
る
た
め
に
、
当
然
、
こ
の
課
題
は
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
カ
ツ
オ
漁
船
が
ナ
ブ
ラ
探
索
の
た
め
に
海
岸
か
ら
何
百
海
里
も
沖
合
を
移
動
す
る
こ
と
か
ら
、
乗
組
員
は
常
に
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
'ti　J'
　
い
る
。
現
在
の
漁
船
は
性
能
が
秀
れ
て
い
て
、
安
全
性
は
高
く
な
っ
た
も
の
の
、
や
は
り
、
「板
子
一
枚
下
は
地
獄
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
常
に
死
と
背
中
合
わ
せ
で
あ
る
。
一
方
、
カ
ツ
オ
漁
業
は
ナ
ブ
ラ
に
対
し
て
、
生
餌
を
撒
い
て
釣
獲
す
る
漁
法
で
あ
り
、
乗
組
員
相
・
44
互
の
緊
密
な
連
携
に
よ
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
明
確
な
役
割
分
担
が
な
さ
れ
、
乗
組
員
は
責
任
者
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
乗
組
員
の
間
に
濃
密
な
信
頼
関
係
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
、
親
族
で
乗
り
込
む
の
が
最
良
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
親
族
で
構
成
さ
れ
た
集
団
が
、
一
度
遭
難
に
遇
す
れ
ば
、
一
族
全
員
が
悲
運
な
状
態
に
置
か
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
逆
に
危
険
を
避
け
る
た
め
に
、
漁
船
に
分
か
れ
て
乗
り
込
め
ば
、
集
団
自
体
の
緊
密
性
が
後
退
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
生
命
の
危
険
性
と
漁
撈
活
動
の
緊
密
性
は
、
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
の
関
係
に
あ
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
を
優
先
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
的
に
西
日
本
で
は
生
QI
O
'危
険
性
を
、
東
日
本
で
は
漁
撈
活
動
の
緊
密
性
を
優
先
す
る
と
い
⑱
う
指
摘
が
あ
る
。
私
は
、
こ
の
指
摘
に
若
干
の
問
題
が
残
る
と
考
え
る
。
地
域
的
な
相
違
の
み
な
ら
ず
、
漁
業
種
類
や
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
も
、
相
違
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
、
前
述
し
て
き
た
事
例
に
基
づ
い
て
、
も
う
一
度
検
討
し
て
み
た
い
。
昭
和
一
〇
年
代
の
新
宝
丸
で
は
、
船
主
の
親
族
が
多
く
乗
り
込
み
、
親
子
や
兄
弟
が
同
一
の
漁
船
に
乗
り
込
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
漁
撈
活
動
の
緊
密
性
を
優
先
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
現
在
の
事
例
で
は
、
船
主
の
親
族
が
乗
り
込
ん
で
い
る
も
の
の
、
全
体
的
に
は
、
親
子
や
兄
弟
の
乗
組
員
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
生
命
め
危
険
性
を
優
先
し
て
い
る
と
受
け
取
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
、
別
の
要
因
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
要
因
と
は
、
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
漁
業
離
れ
か
ら
生
じ
た
人
手
不
足
で
あ
る
。
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
な
か
で
、
従
来
の
乗
組
員
構
成
で
は
維
持
で
き
に
く
く
な
り
、
血
縁
に
よ
ら
な
い
乗
組
員
の
大
巾
な
加
入
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
質
的
変
化
の
中
で
、
幹
部
の
乗
組
員
だ
け
は
、
依
然
と
し
て
、
船
主
の
親
族
で
固
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
漁
撈
活
動
の
緊
密
性
を
目
指
し
て
、
集
団
を
維
持
し
て
い
こ
う
と
す
る
船
主
の
意
図
の
表
わ
れ
で
あ
る
。
船
主
に
と
っ
て
、
現
状
に
お
け
る
「最
後
の
砦
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
四
、
お
わ
り
に
本
稿
は
、
二
、
三
の
事
例
を
通
じ
て
、
漁
撈
集
団
の
形
成
と
そ
の
基
本
的
課
題
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
集
団
の
形
成
に
お
け
る
社
会
関
係
に
、
「身
分
か
ら
契
約
へ
」
と
い
う
時
代
的
変
化
が
見
ら
れ
た
一
例
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
よ
っ
て
、
数
多
く
の
精
緻
な
事
例
に
当
た
っ
て
論
究
す
べ
き
点
が
多
い
。
豊
富
な
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
基
に
し
た
検
討
を
今
後
の
課
題
と
し
て
、
小
稿
を
終
わ
り
た
い
。
注ω
山
岡
栄
市
『漁
村
社
会
の
研
究
』
(大
明
堂
、
一
九
六
五
)
一
三
五
頁
ω
尾
鷲
市
『尾
鷲
市
史
』
(
一
九
六
九
)
六
〇
九
～
六
三
四
頁
㈲
日
本
鰹
鮪
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
『か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
船
名
簿
』
(
一
九
八
二
年
)
六
九
～
七
八
頁
45
ω
、
㈲
、
ネ
キ
と
は
、
近
隣
の
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
範
囲
は
明
確
に
限
定
で
き
な
い
。
広
義
に
は
、尾
鷲
(
行
政
単
位
で
い
う
旧
尾
鷲
町
)
全
域
が
、狭
義
に
は
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
が
該
当
す
る
。
本
稿
で
は
、
断
わ
り
の
な
い
限
り
、
広
義
に
解
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
尾
鷲
以
外
の
者
も
、
ヨ
ソ
モ
ノ
と
呼
ぶ
。
㈲
チ
ャ
ー
タ
ー
船
と
は
、
技
能
の
優
秀
さ
を
買
わ
れ
た
漁
師
が
、
船
主
に
雇
用
さ
れ
て
、
管
理
操
業
の
一
切
を
任
せ
ら
れ
て
い
る
船
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
報
酬
と
し
て
、
五
～
七
シ
ロ
の
分
配
を
受
け
る
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
増
田
正
一
編
『
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
総
覧
』
(水
産
社
・
一
九
六
三
)
参
照
の
こ
と
。
ω
こ
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
柳
田
国
男
指
導
、
日
本
民
俗
学
会
編
『
離
島
生
活
の
研
究
』
(復
刻
版
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
)
の
四
四
三
～
四
四
四
頁
に
広
島
県
蒲
刈
島
の
事
例
が
見
ら
れ
る
。
㈲
乗
組
員
の
所
持
す
る
船
員
手
帳
に
雇
止
の
欄
が
あ
る
。
更
新
、
契
約
解
約
時
に
、
そ
の
欄
に
理
由
を
記
す
る
が
、
お
お
よ
そ
三
つ
の
書
き
方
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
一
、
漁
期
終
了
(漁
期
が
終
わ
っ
て
雇
止
に
な
っ
た
)
二
、
都
合
に
よ
り
(漁
期
の
途
中
に
何
に
か
出
来
事
が
あ
っ
て
止
め
た
場
合
)
三
、
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
(
二
と
同
様
)
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
が
好
ま
し
く
、
漁
師
と
し
て
の
本
分
を
全
う
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
㈲
川
越
淳
二
、
後
藤
和
夫
編
著
『
村
落
そ
の
構
造
と
系
譜
』
(川
島
書
店
、
一
九
七
〇
)
九
七
～
九
八
頁
⑩
大
島
襄
二
編
『
魚
と
人
と
海
漁
撈
文
化
を
考
え
る
』
(
N
H
K
放
送
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
1
日
本
放
送
出
版
協
会
一
九
七
七
)
四
七
～
五
〇
頁
、
一
=
五
～
二
二
五
頁
に
お
い
て
、
ア
タ
ッ
ク
型
漁
業
と
レ
シ
ー
ブ
型
漁
業
に
分
類
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
地
の
漁
業
従
事
者
も
、
カ
ツ
オ
マ
グ
ロ
漁
業
を
功
撃
型
と
称
し
て
い
る
。
ω
遠
洋
.
近
海
カ
ツ
オ
マ
グ
ロ
漁
船
か
ら
尾
鷲
無
線
局
に
通
報
さ
れ
た
重
要
通
信
(
緊
急
通
信
)
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
亠ハ
年
度
病
人
…
一
三
件
(七
件
)
負
傷
…
一
件
海
中
転
落
…
三
件
(
一
件
)
機
関
故
障
…
四
件
(
四
件
)
合
計
二
一
件
(
一
二
件
)
昭
和
五
十
七
年
度
病
人
…
一
三
件
(
七
件
)
負
傷
…
三
件
機
関
故
障
…
三
件
(
三
件
)
遭
難
…
一
件
(
一
件
)合
計
二
〇
件
(
二
件
)
※
(
)
は
そ
の
う
ち
の
近
海
カ
ツ
オ
マ
グ
ロ
漁
船
の
件
数
働
牧
野
由
朗
「
戦
後
に
お
け
る
カ
ツ
オ
・
マ
グ
ロ
漁
業
の
展
開
と
村
落
の
変
容
ー
三
重
県
南
勢
町
田
曽
浦
の
事
例
ー
」
村
落
社
会
研
究
会
『村
落
社
会
研
究
第
五
集
』
(塙
書
房
、
一
九
六
九
)
一
五
～
一
六
頁
㈲
川
越
、
後
藤
前
掲
書
、
九
八
頁
付
記こ
の
調
査
に
当
た
っ
て
、
次
の
方
々
に
御
協
力
を
賜
わ
っ
た
。
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
浅
井
国
平
(
三
重
県
船
員
組
合
長
)
浜
谷
定
喜
(元
第
五
新
宝
丸
通
信
長
)
浜
田
辰
夫
(第
十
五
滝
丸
漁
撈
長
)
浜
田
豊
一
(豊
吉
丸
船
主
)
西
一
郎
(第
十
五
滝
丸
船
長
)
(大
学
院
博
士
前
期
課
程
)
46
